
　
日
頃
よ
り
、
都
中
道
研
の
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
広
報
第
一
二
九
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部

部
長
　
佐
藤
　
正
敏

（
足
立
区
立
第
十
四
中
学
校
副
校
長
）

副
部
長
　
高
橋
　
優
子

（
国
分
寺
市
立
第
四
中
学
校
副
校
長
）

編
集
後
記

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
急
速

な
普
及
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
学
校
現
場
で
も
Ａ
Ｉ

に
頼
る
傾
向
が
心
配
さ
れ
、
そ
の
対
策

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
、

人
と
の
対
話
を
通
し
、
自
己
を
見
つ
め
、

物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多
面
的
・
多
角

的
に
考
え
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
授
業
に
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
の
研
究
テ
ー
マ
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
と
し
、
杉
並
区
立
向

陽
中
学
校
副
校
長
の
池
田
和
幸
先
生
を

研
究
部
長
と
し
て
一
年
間
の
研
究
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
研
究
部
活
動
計
画

研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
　
副
校
長
）

研
究
部
会
開
催
日
時
と
主
な
内
容

第
一
回 

　
四
月
二
十
二
日
（
土
）

　
会
場
　
多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校

会
長
挨
拶
、
参
加
者
自
己
紹
介
、
令
和

五
年
度
研
究
主
題
、
組
織
、
北
海
道
大

会
・
栃
木
大
会
確
認
他

第
二
回
　
五
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

北
海
道
全
国
大
会
提
案
検
討

第
三
回
　
六
月
九
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

栃
木
関
ブ
ロ
大
会
提
案
、
北
海
道
大
会

原
稿
検
討

第
四
回
　
七
月
二
十
一
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
原
稿
検
討

第
五
回
　
八
月
四
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
検
討

第
六
回
　
九
月
九
日
（
土
）

　《
オ
ン
ラ
イ
ン
》

全
国
・
関
東
大
会
発
表
原
稿
修
正

第
七
回
　
十
月
十
四
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
最
終
確

認
、
研
究
発
表
大
会
授
業
者
検
討

第
八
回
　
十
一
月
十
一
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
九
回
　
十
二
月
十
六
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
回
　
一
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
一
回
　
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
・
公
開
授

業
・
発
表
会
準
備

令
和
五
年
度
研
究
発
表
大
会

　
二
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
五

分
か
ら
【
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学

校
　
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
も
予
定
】

第
十
二
回
　
三
月
九
日
（
土
）

　
研
究
発
表
大
会
の
反
省
、
今
年
度
の

ま
と
め
、
次
年
度
の
計
画
、
今
年
度
の

課
題
の
確
認
等
。

　
令
和
五
度
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
の
麻
生
隆

久
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
一
気
に
進
み
、
道
徳
科
に

お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
様
々
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た
授
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を
い
か

に
図
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
も
、
専
用
の

ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

評
価
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
る
と
い
う
問

た
く
さ
ん
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日
（
火
）
に

高
円
寺
学
園
で
実
施
し
ま
し
た
。
六
月

の
総
会
・
研
修
会
同
様
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
開
催
で
し
た
。
夏
季
休
業
中
の

実
施
で
し
た
が
、
会
場
で
の
参
加
者
は

約
三
十
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は

約
二
十
名
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
）
部
員
総
会
に
つ
い
て

　
麻
生
　
隆
久
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
の
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
会
会
長
　
月
田
　
行
俊
　
様
に

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
部
か
ら
は
、
滞
り
な
く
計
画
に

そ
っ
て
活
動
を
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
研
究
部
か
ら
の
報
告
は
、

研
修
会
で
行
い
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
よ
り
、
研
究

部
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相
談
役
・

顧
問
の
推
挙
、
活
動
計
画
案
、
予
算
案

に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会
に
つ
い
て

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調

査
官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
を
講
師
に

お
招
き
し
「
道
徳
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
て
」
を
演
題
に
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
を
踏
ま
え
た
道
徳
科
の
授
業

の
充
実
に
向
け
て
」、「
道
徳
教
育
推

進
教
師
の
役
割
」
の
二
つ
を
柱
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
で
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
助
言
を

生
徒
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま

す
。
そ
の
経
験
か
ら
く
る
思
い
に
つ
い

て
、
道
徳
科
の
授
業
で
も
う
一
回
振
り

返
り
を
す
る
と
い
う
面
白
い
取
組
だ
と

思
い
ま
し
た

　
道
徳
科
の
評
価
と
指
導
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
。
ま
ず
自
分
を
振
り
返
る
、

そ
れ
か
ら
、
対
話
で
す
。
対
話
は
自
己

対
話
も
あ
れ
ば
、
仲
間
と
の
対
話
も
あ

り
ま
す
、
本
を
読
ん
だ
と
か
自
分
で
調

べ
た
と
い
う
の
も
対
話
で
す
。
そ
し
て
、

問
い
づ
く
り
。
生
徒
は
自
分
の
問
い
を

も
ち
、
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
問

い
は
解
決
す
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
道
徳
科
に
お
い
て
、
一
番
本
質

的
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
「
考
え
、

議
論
す
る
道
徳
と
は
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
主
体
的
な
問
い
づ
く
り
が
、
議
論

に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
づ
く
り
は
、

生
徒
が
行
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
狙

い
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
教
員
が
出
す
の

だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
い
つ
も
議
論
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
、
目
標

と
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
部

科
学
省
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か

と
い
う
方
法
の
部
分
に
つ
い
て
示
さ
れ

た
た
め
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
は

こ
の
方
法
の
部
分
も
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
道
徳
の
二
十
二
の
内
容
は
、
達
成
目

標
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
方
向
目
標
と

い
う
考
え
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
「
主
体
的
で
深
い
学
び
」
と
い

う
考
え
に
基
づ
け
ば
、
生
徒
が
自
分
な

り
の
問
い
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
よ
り
よ
く

生
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
白
か
黒

と
判
断
で
き
な
い
部
分
が
多
い
た
め
、

生
徒
一
人
一
人
が
、
内
面
で
構
造
化
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
道
徳
教
育

の
内
容
、
内
容
項
目
は
、
教
師
も
生
徒

も
一
緒
に
な
っ
て
理
想
的
な
人
間
の
あ

り
方
を
追
求
し
な
が
ら
、
我
々
は
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
を
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努
め

る
た
め
の
共
通
の
課
題
で
す
。
師
弟
同

業
と
表
現
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
達
成
す
れ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
教
師
も
生
徒
も
、
い

か
に
生
き
る
べ
き
か
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
う
、
そ
う
し
た
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
今
後
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

　
各
学
校
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
本
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
　

（
一
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
六
年
一
月
十
九
日(

金)

　
会
場
　
調
整
中
　

（
二
）
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

心
を
育
む
道
徳
教
育
〜
語
り
合
い
、
高

め
合
い
よ
り
良
い
生
き
方
を
追
究
す
る

生
徒
の
育
成
〜
」
を
受
け
、「
道
徳
科

に
お
け
る
評
価
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、

研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
報
告
に
つ
い
て
は
、
麗
澤
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
道
徳
教
育
専

攻
　
教
授
　
鈴
木
　
明
雄
　
先
生
　
を

講
師
に
招
き
、
ご
指
導
，
ご
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
先
生
に

は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

目
指
す
道
徳
科
の
授
業
改
善
」
を
演
題

に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
で

す
が
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

﹇
講
話
内
容
　
一
部
﹈

　
行
事
の
中
で
、
失
敗
し
た
こ
と
や
励

ま
し
合
っ
て
乗
り
越
え
た
こ
と
な
ど
、

し
た
。
続
い
て
研
究
部
員
に
よ
る
、
研

究
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
五
十
七
回
全
国
日
本
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
三
瓶
　
真
悟
　
研
究
部
員

（
大
田
区
立
南
六
郷
中
学
校
）
か
ら
は
、

大
会
主
題
「
主
体
的
に
学
び
合
う
児
童

生
徒
の
育
成
〜w

ell being 

の
実
現

を
目
指
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
〜
」
を

受
け
「
道
徳
科
と
他
の
教
育
活
動
と
の

関
連
」
に
つ
い
て
研
究
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学
校
道

徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
大
谷 

秋
音 

研
究
部
員
（
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
）
か
ら
は
、
大

会
主
題
「
未
来
を
切
り
拓
き
、
豊
か
な
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す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、
全
公
立
中
学
校
に
協
力
を
依

頼
し
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
継
続
実
施
し
、
こ
れ
ら

の
成
果
を
研
究
紀
要
に
ま
と
め
、
都
中

道
の
Ｈ
Ｐ
に
も
発
表
す
る
こ
と
で
、

「
予
測
困
難
な
時
代
」
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
道
徳
教
育
の
充
実
に
寄
与
す

る
活
動
と
し
た
い
。

対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の
工
夫
」

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
求
め
ら
れ
る

道
徳
教
育
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

ICT
 

機
器
等
を
柔
軟
に
活
用
し
な
が

ら
、
生
徒
と
教
師
が
生
き
方
を
と
も
に

考
え
る
授
業
を
通
し
て
、
心
を
通
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を

活
か
し
、
さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
で

求
め
ら
れ
て
い
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」・「
協
働
的
な
学
び
」
を
通
し
て
、

人
間
性
を
涵
養
し
て
い
く
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点

も
加
え
て
本
年
度
の
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
い
。

【
研
究
活
動
の
進
め
方
】 

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
毎
月
の
定
例
活
動
の
中
で
、

前
半
は
、
全
国
大
会
と
関
東
大
会
の

発
表
に
向
け
て
そ
の
内
容
を
深
め
る

活
動
に
重
点
を
置
き
、
後
半
は
、
そ

の
成
果
を
活
か
し
、
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
観
点
で
部
員
相
互
の
実
践
事
例

研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
来
年 

二
月

の
研
究
発
表
大
会
当
日
の
授
業
で
公
開

研
究
部
よ
り

研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）

【 

研
究
主
題 

】 

「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指

導
の
工
夫
」 

【
主
題
設
定
の
理
由
】 

（
１
）
昨
年
度
の
取
組
の
成
果

「『
一
人
一
人
が
自
己
を
見
つ
め
る
時

間
』『
価
値
や
生
き
方
の
自
覚
を
深
め

る
時
間
』・『
主
体
的
に
道
徳
性
を
身

に
付
け
て
い
く
時
間
』
で
あ
る
道
徳
科

を
今
こ
そ
大
切
に
し
、
生
徒
も
教
師
も

共
に
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考

え
る
よ
う
に
す
る
。
各
活
動
に
お
け
る

道
徳
教
育
の
要
と
し
て
、
そ
れ
ら
を

補
っ
た
り
、
深
め
た
り
、
相
互
の
関
連

を
考
え
て
発
展
さ
せ
た
り
統
合
さ
せ
た

り
す
る
道
徳
科
な
ら
で
は
の
す
ば
ら
し

さ
を
再
確
認
す
る
。」
と
考
え
、
道
徳

教
育
推
進
教
師
の
役
割
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、ICT

 

機
器
の
効

果
的
な
活
用
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
み
、

「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指

導
の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
１
年
間

の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

生
徒
と
教
師
が
と
も
に
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
深
く
考
え
る
授
業
の
大
切
さ

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
課
題

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
あ
く
ま
で
も
授
業
改
善
の
一

手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
目
的
化
し

な
い
よ
う
に
、
常
に
授
業
の
ね
ら
い
を

念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
そ

こ
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
道
徳
科
に
お
け

る
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
を
ど
の
よ
う
に
測
れ

ば
よ
い
か
。
そ
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
４
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
評
価
」

に
つ
い
て
も
、
改
め
て
成
果
と
課
題
を

検
討
し
、
よ
り
適
切
な
評
価
の
た
め
の

工
夫
改
善
を
い
か
に
図
る
か
も
新
た
な

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

（
３
）
本
年
度
の
研
究
主
題

今
年
度
の
テ
ー
マ
も
、「
教
科
の
特
質

を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

第
一
二
九
号

会
長

　麻
生

　隆
久

　（多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
）



題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
急
速

な
普
及
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
学
校
現
場
で
も
Ａ
Ｉ

に
頼
る
傾
向
が
心
配
さ
れ
、
そ
の
対
策

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
、

人
と
の
対
話
を
通
し
、
自
己
を
見
つ
め
、

物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多
面
的
・
多
角

的
に
考
え
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
授
業
に
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
の
研
究
テ
ー
マ
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
と
し
、
杉
並
区
立
向

陽
中
学
校
副
校
長
の
池
田
和
幸
先
生
を

研
究
部
長
と
し
て
一
年
間
の
研
究
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
研
究
部
活
動
計
画

研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
　
副
校
長
）

研
究
部
会
開
催
日
時
と
主
な
内
容

第
一
回 

　
四
月
二
十
二
日
（
土
）

　
会
場
　
多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校

会
長
挨
拶
、
参
加
者
自
己
紹
介
、
令
和

五
年
度
研
究
主
題
、
組
織
、
北
海
道
大

会
・
栃
木
大
会
確
認
他

第
二
回
　
五
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

北
海
道
全
国
大
会
提
案
検
討

第
三
回
　
六
月
九
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

栃
木
関
ブ
ロ
大
会
提
案
、
北
海
道
大
会

原
稿
検
討

第
四
回
　
七
月
二
十
一
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
原
稿
検
討

第
五
回
　
八
月
四
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
検
討

第
六
回
　
九
月
九
日
（
土
）

　《
オ
ン
ラ
イ
ン
》

全
国
・
関
東
大
会
発
表
原
稿
修
正

第
七
回
　
十
月
十
四
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
最
終
確

認
、
研
究
発
表
大
会
授
業
者
検
討

第
八
回
　
十
一
月
十
一
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
九
回
　
十
二
月
十
六
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
回
　
一
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
一
回
　
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
・
公
開
授

業
・
発
表
会
準
備

令
和
五
年
度
研
究
発
表
大
会

　
二
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
五

分
か
ら
【
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学

校
　
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
も
予
定
】

第
十
二
回
　
三
月
九
日
（
土
）

　
研
究
発
表
大
会
の
反
省
、
今
年
度
の

ま
と
め
、
次
年
度
の
計
画
、
今
年
度
の

課
題
の
確
認
等
。

　
令
和
五
度
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
の
麻
生
隆

久
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
一
気
に
進
み
、
道
徳
科
に

お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
様
々
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た
授
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を
い
か

に
図
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
も
、
専
用
の

ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

評
価
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
る
と
い
う
問
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た
く
さ
ん
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日
（
火
）
に

高
円
寺
学
園
で
実
施
し
ま
し
た
。
六
月

の
総
会
・
研
修
会
同
様
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
開
催
で
し
た
。
夏
季
休
業
中
の

実
施
で
し
た
が
、
会
場
で
の
参
加
者
は

約
三
十
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は

約
二
十
名
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
）
部
員
総
会
に
つ
い
て

　
麻
生
　
隆
久
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
の
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
会
会
長
　
月
田
　
行
俊
　
様
に

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
部
か
ら
は
、
滞
り
な
く
計
画
に

そ
っ
て
活
動
を
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
研
究
部
か
ら
の
報
告
は
、

研
修
会
で
行
い
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
よ
り
、
研
究

部
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
長
）

一
　
総
会
・
研
修
会

　
令
和
五
年
六
月
二
十
日
（
火
）
に
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
始
め
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
開
催
を
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。
会
場

参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
合
わ
せ
る

と
約
五
十
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご

協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
）
総
会
に
つ
い
て

　
加
藤
　
敏
久
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
の
東
京
都
教
職
員
研
修
セ

ン
タ
ー
指
導
主
事
　
塚
原
　
雄
太
　
様

に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
令
和
四
年
度
の
活
動
報
告
、

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
、

ご
説
明
し
、
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
の
会
長
及
び
役
員

の
推
薦
に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
長
は
麻
生
　
隆
久

（
多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
）
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相
談
役
・

顧
問
の
推
挙
、
活
動
計
画
案
、
予
算
案

に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会
に
つ
い
て

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調

査
官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
を
講
師
に

お
招
き
し
「
道
徳
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
て
」
を
演
題
に
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
を
踏
ま
え
た
道
徳
科
の
授
業

の
充
実
に
向
け
て
」、「
道
徳
教
育
推

進
教
師
の
役
割
」
の
二
つ
を
柱
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
で
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
助
言
を

生
徒
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま

す
。
そ
の
経
験
か
ら
く
る
思
い
に
つ
い

て
、
道
徳
科
の
授
業
で
も
う
一
回
振
り

返
り
を
す
る
と
い
う
面
白
い
取
組
だ
と

思
い
ま
し
た

　
道
徳
科
の
評
価
と
指
導
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
。
ま
ず
自
分
を
振
り
返
る
、

そ
れ
か
ら
、
対
話
で
す
。
対
話
は
自
己

対
話
も
あ
れ
ば
、
仲
間
と
の
対
話
も
あ

り
ま
す
、
本
を
読
ん
だ
と
か
自
分
で
調

べ
た
と
い
う
の
も
対
話
で
す
。
そ
し
て
、

問
い
づ
く
り
。
生
徒
は
自
分
の
問
い
を

も
ち
、
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
問

い
は
解
決
す
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
道
徳
科
に
お
い
て
、
一
番
本
質

的
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
「
考
え
、

議
論
す
る
道
徳
と
は
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
主
体
的
な
問
い
づ
く
り
が
、
議
論

に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
づ
く
り
は
、

生
徒
が
行
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
狙

い
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
教
員
が
出
す
の

だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
い
つ
も
議
論
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
、
目
標

と
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
部

科
学
省
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か

と
い
う
方
法
の
部
分
に
つ
い
て
示
さ
れ

た
た
め
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
は

こ
の
方
法
の
部
分
も
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
道
徳
の
二
十
二
の
内
容
は
、
達
成
目

標
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
方
向
目
標
と

い
う
考
え
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
「
主
体
的
で
深
い
学
び
」
と
い

う
考
え
に
基
づ
け
ば
、
生
徒
が
自
分
な

り
の
問
い
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
よ
り
よ
く

生
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
白
か
黒

と
判
断
で
き
な
い
部
分
が
多
い
た
め
、

生
徒
一
人
一
人
が
、
内
面
で
構
造
化
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
道
徳
教
育

の
内
容
、
内
容
項
目
は
、
教
師
も
生
徒

も
一
緒
に
な
っ
て
理
想
的
な
人
間
の
あ

り
方
を
追
求
し
な
が
ら
、
我
々
は
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
を
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努
め

る
た
め
の
共
通
の
課
題
で
す
。
師
弟
同

業
と
表
現
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
達
成
す
れ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
教
師
も
生
徒
も
、
い

か
に
生
き
る
べ
き
か
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
う
、
そ
う
し
た
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
今
後
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

　
各
学
校
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
本
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
　

（
一
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
六
年
一
月
十
九
日(

金)

　
会
場
　
調
整
中
　

（
二
）
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

心
を
育
む
道
徳
教
育
〜
語
り
合
い
、
高

め
合
い
よ
り
良
い
生
き
方
を
追
究
す
る

生
徒
の
育
成
〜
」
を
受
け
、「
道
徳
科

に
お
け
る
評
価
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、

研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
報
告
に
つ
い
て
は
、
麗
澤
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
道
徳
教
育
専

攻
　
教
授
　
鈴
木
　
明
雄
　
先
生
　
を

講
師
に
招
き
、
ご
指
導
，
ご
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
先
生
に

は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

目
指
す
道
徳
科
の
授
業
改
善
」
を
演
題

に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
で

す
が
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

﹇
講
話
内
容
　
一
部
﹈

　
行
事
の
中
で
、
失
敗
し
た
こ
と
や
励

ま
し
合
っ
て
乗
り
越
え
た
こ
と
な
ど
、

し
た
。
続
い
て
研
究
部
員
に
よ
る
、
研

究
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
五
十
七
回
全
国
日
本
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
三
瓶
　
真
悟
　
研
究
部
員

（
大
田
区
立
南
六
郷
中
学
校
）
か
ら
は
、

大
会
主
題
「
主
体
的
に
学
び
合
う
児
童

生
徒
の
育
成
〜w

ell being 

の
実
現

を
目
指
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
〜
」
を

受
け
「
道
徳
科
と
他
の
教
育
活
動
と
の

関
連
」
に
つ
い
て
研
究
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学
校
道

徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
大
谷 

秋
音 

研
究
部
員
（
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
）
か
ら
は
、
大

会
主
題
「
未
来
を
切
り
拓
き
、
豊
か
な

令和５年１１月１日令和５年１１月１日

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、
全
公
立
中
学
校
に
協
力
を
依

頼
し
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
継
続
実
施
し
、
こ
れ
ら

の
成
果
を
研
究
紀
要
に
ま
と
め
、
都
中

道
の
Ｈ
Ｐ
に
も
発
表
す
る
こ
と
で
、

「
予
測
困
難
な
時
代
」
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
道
徳
教
育
の
充
実
に
寄
与
す

る
活
動
と
し
た
い
。

対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の
工
夫
」

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
求
め
ら
れ
る

道
徳
教
育
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

ICT
 

機
器
等
を
柔
軟
に
活
用
し
な
が

ら
、
生
徒
と
教
師
が
生
き
方
を
と
も
に

考
え
る
授
業
を
通
し
て
、
心
を
通
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を

活
か
し
、
さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
で

求
め
ら
れ
て
い
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」・「
協
働
的
な
学
び
」
を
通
し
て
、

人
間
性
を
涵
養
し
て
い
く
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点

も
加
え
て
本
年
度
の
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
い
。

【
研
究
活
動
の
進
め
方
】 

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
毎
月
の
定
例
活
動
の
中
で
、

前
半
は
、
全
国
大
会
と
関
東
大
会
の

発
表
に
向
け
て
そ
の
内
容
を
深
め
る

活
動
に
重
点
を
置
き
、
後
半
は
、
そ

の
成
果
を
活
か
し
、
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
観
点
で
部
員
相
互
の
実
践
事
例

研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
来
年 

二
月

の
研
究
発
表
大
会
当
日
の
授
業
で
公
開

導
の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
１
年
間

の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

生
徒
と
教
師
が
と
も
に
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
深
く
考
え
る
授
業
の
大
切
さ

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
課
題

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
あ
く
ま
で
も
授
業
改
善
の
一

手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
目
的
化
し

な
い
よ
う
に
、
常
に
授
業
の
ね
ら
い
を

念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
そ

こ
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
道
徳
科
に
お
け

る
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
を
ど
の
よ
う
に
測
れ

ば
よ
い
か
。
そ
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
４
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
評
価
」

に
つ
い
て
も
、
改
め
て
成
果
と
課
題
を

検
討
し
、
よ
り
適
切
な
評
価
の
た
め
の

工
夫
改
善
を
い
か
に
図
る
か
も
新
た
な

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

（
３
）
本
年
度
の
研
究
主
題

今
年
度
の
テ
ー
マ
も
、「
教
科
の
特
質

を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に



題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
急
速

な
普
及
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
学
校
現
場
で
も
Ａ
Ｉ

に
頼
る
傾
向
が
心
配
さ
れ
、
そ
の
対
策

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
、

人
と
の
対
話
を
通
し
、
自
己
を
見
つ
め
、

物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多
面
的
・
多
角

的
に
考
え
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
授
業
に
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
の
研
究
テ
ー
マ
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
と
し
、
杉
並
区
立
向

陽
中
学
校
副
校
長
の
池
田
和
幸
先
生
を

研
究
部
長
と
し
て
一
年
間
の
研
究
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
研
究
部
活
動
計
画

研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
　
副
校
長
）

研
究
部
会
開
催
日
時
と
主
な
内
容

第
一
回 

　
四
月
二
十
二
日
（
土
）

　
会
場
　
多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校

会
長
挨
拶
、
参
加
者
自
己
紹
介
、
令
和

五
年
度
研
究
主
題
、
組
織
、
北
海
道
大

会
・
栃
木
大
会
確
認
他

第
二
回
　
五
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

北
海
道
全
国
大
会
提
案
検
討

第
三
回
　
六
月
九
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

栃
木
関
ブ
ロ
大
会
提
案
、
北
海
道
大
会

原
稿
検
討

第
四
回
　
七
月
二
十
一
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
原
稿
検
討

第
五
回
　
八
月
四
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
検
討

第
六
回
　
九
月
九
日
（
土
）

　《
オ
ン
ラ
イ
ン
》

全
国
・
関
東
大
会
発
表
原
稿
修
正

第
七
回
　
十
月
十
四
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
最
終
確

認
、
研
究
発
表
大
会
授
業
者
検
討

第
八
回
　
十
一
月
十
一
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
九
回
　
十
二
月
十
六
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
回
　
一
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
一
回
　
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
・
公
開
授

業
・
発
表
会
準
備

令
和
五
年
度
研
究
発
表
大
会

　
二
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
五

分
か
ら
【
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学

校
　
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
も
予
定
】

第
十
二
回
　
三
月
九
日
（
土
）

　
研
究
発
表
大
会
の
反
省
、
今
年
度
の

ま
と
め
、
次
年
度
の
計
画
、
今
年
度
の

課
題
の
確
認
等
。

　
令
和
五
度
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
の
麻
生
隆

久
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
一
気
に
進
み
、
道
徳
科
に

お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
様
々
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た
授
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を
い
か

に
図
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
も
、
専
用
の

ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

評
価
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
る
と
い
う
問
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た
く
さ
ん
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日
（
火
）
に

高
円
寺
学
園
で
実
施
し
ま
し
た
。
六
月

の
総
会
・
研
修
会
同
様
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
開
催
で
し
た
。
夏
季
休
業
中
の

実
施
で
し
た
が
、
会
場
で
の
参
加
者
は

約
三
十
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は

約
二
十
名
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
）
部
員
総
会
に
つ
い
て

　
麻
生
　
隆
久
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
の
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
会
会
長
　
月
田
　
行
俊
　
様
に

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
部
か
ら
は
、
滞
り
な
く
計
画
に

そ
っ
て
活
動
を
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
研
究
部
か
ら
の
報
告
は
、

研
修
会
で
行
い
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
よ
り
、
研
究

部
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
長
　
生
野
　
ま
ゆ
み

（
調
布
市
立
神
代
中
学
校
長
）

一
　
総
会
・
研
修
会

　
令
和
五
年
六
月
二
十
日
（
火
）
に
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
始
め
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
開
催
を
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。
会
場

参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
合
わ
せ
る

と
約
五
十
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご

協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
）
総
会
に
つ
い
て

　
加
藤
　
敏
久
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
の
東
京
都
教
職
員
研
修
セ

ン
タ
ー
指
導
主
事
　
塚
原
　
雄
太
　
様

に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
令
和
四
年
度
の
活
動
報
告
、

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
、

ご
説
明
し
、
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
の
会
長
及
び
役
員

の
推
薦
に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
長
は
麻
生
　
隆
久

（
多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
）
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相
談
役
・

顧
問
の
推
挙
、
活
動
計
画
案
、
予
算
案

に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会
に
つ
い
て

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調

査
官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
を
講
師
に

お
招
き
し
「
道
徳
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
て
」
を
演
題
に
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
を
踏
ま
え
た
道
徳
科
の
授
業

の
充
実
に
向
け
て
」、「
道
徳
教
育
推

進
教
師
の
役
割
」
の
二
つ
を
柱
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
で
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
助
言
を

生
徒
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま

す
。
そ
の
経
験
か
ら
く
る
思
い
に
つ
い

て
、
道
徳
科
の
授
業
で
も
う
一
回
振
り

返
り
を
す
る
と
い
う
面
白
い
取
組
だ
と

思
い
ま
し
た

　
道
徳
科
の
評
価
と
指
導
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
。
ま
ず
自
分
を
振
り
返
る
、

そ
れ
か
ら
、
対
話
で
す
。
対
話
は
自
己

対
話
も
あ
れ
ば
、
仲
間
と
の
対
話
も
あ

り
ま
す
、
本
を
読
ん
だ
と
か
自
分
で
調

べ
た
と
い
う
の
も
対
話
で
す
。
そ
し
て
、

問
い
づ
く
り
。
生
徒
は
自
分
の
問
い
を

も
ち
、
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
問

い
は
解
決
す
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
道
徳
科
に
お
い
て
、
一
番
本
質

的
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
「
考
え
、

議
論
す
る
道
徳
と
は
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
主
体
的
な
問
い
づ
く
り
が
、
議
論

に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
づ
く
り
は
、

生
徒
が
行
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
狙

い
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
教
員
が
出
す
の

だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
い
つ
も
議
論
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
、
目
標

と
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
部

科
学
省
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か

と
い
う
方
法
の
部
分
に
つ
い
て
示
さ
れ

た
た
め
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
は

こ
の
方
法
の
部
分
も
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
道
徳
の
二
十
二
の
内
容
は
、
達
成
目

標
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
方
向
目
標
と

い
う
考
え
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
「
主
体
的
で
深
い
学
び
」
と
い

う
考
え
に
基
づ
け
ば
、
生
徒
が
自
分
な

り
の
問
い
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
よ
り
よ
く

生
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
白
か
黒

と
判
断
で
き
な
い
部
分
が
多
い
た
め
、

生
徒
一
人
一
人
が
、
内
面
で
構
造
化
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
道
徳
教
育

の
内
容
、
内
容
項
目
は
、
教
師
も
生
徒

も
一
緒
に
な
っ
て
理
想
的
な
人
間
の
あ

り
方
を
追
求
し
な
が
ら
、
我
々
は
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
を
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努
め

る
た
め
の
共
通
の
課
題
で
す
。
師
弟
同

業
と
表
現
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
達
成
す
れ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
教
師
も
生
徒
も
、
い

か
に
生
き
る
べ
き
か
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
う
、
そ
う
し
た
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
今
後
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

　
各
学
校
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
本
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
　

（
一
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
六
年
一
月
十
九
日(

金)

　
会
場
　
調
整
中
　

（
二
）
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

心
を
育
む
道
徳
教
育
〜
語
り
合
い
、
高

め
合
い
よ
り
良
い
生
き
方
を
追
究
す
る

生
徒
の
育
成
〜
」
を
受
け
、「
道
徳
科

に
お
け
る
評
価
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、

研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
報
告
に
つ
い
て
は
、
麗
澤
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
道
徳
教
育
専

攻
　
教
授
　
鈴
木
　
明
雄
　
先
生
　
を

講
師
に
招
き
、
ご
指
導
，
ご
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
先
生
に

は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

目
指
す
道
徳
科
の
授
業
改
善
」
を
演
題

に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
で

す
が
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

﹇
講
話
内
容
　
一
部
﹈

　
行
事
の
中
で
、
失
敗
し
た
こ
と
や
励

ま
し
合
っ
て
乗
り
越
え
た
こ
と
な
ど
、

し
た
。
続
い
て
研
究
部
員
に
よ
る
、
研

究
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
五
十
七
回
全
国
日
本
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
三
瓶
　
真
悟
　
研
究
部
員

（
大
田
区
立
南
六
郷
中
学
校
）
か
ら
は
、

大
会
主
題
「
主
体
的
に
学
び
合
う
児
童

生
徒
の
育
成
〜w

ell being 

の
実
現

を
目
指
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
〜
」
を

受
け
「
道
徳
科
と
他
の
教
育
活
動
と
の

関
連
」
に
つ
い
て
研
究
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学
校
道

徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
大
谷 

秋
音 

研
究
部
員
（
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
）
か
ら
は
、
大

会
主
題
「
未
来
を
切
り
拓
き
、
豊
か
な

令和５年１１月１日令和５年１１月１日

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、
全
公
立
中
学
校
に
協
力
を
依

頼
し
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
継
続
実
施
し
、
こ
れ
ら

の
成
果
を
研
究
紀
要
に
ま
と
め
、
都
中

道
の
Ｈ
Ｐ
に
も
発
表
す
る
こ
と
で
、

「
予
測
困
難
な
時
代
」
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
道
徳
教
育
の
充
実
に
寄
与
す

る
活
動
と
し
た
い
。

対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の
工
夫
」

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
求
め
ら
れ
る

道
徳
教
育
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

ICT
 

機
器
等
を
柔
軟
に
活
用
し
な
が

ら
、
生
徒
と
教
師
が
生
き
方
を
と
も
に

考
え
る
授
業
を
通
し
て
、
心
を
通
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を

活
か
し
、
さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
で

求
め
ら
れ
て
い
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」・「
協
働
的
な
学
び
」
を
通
し
て
、

人
間
性
を
涵
養
し
て
い
く
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点

も
加
え
て
本
年
度
の
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
い
。

【
研
究
活
動
の
進
め
方
】 

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
毎
月
の
定
例
活
動
の
中
で
、

前
半
は
、
全
国
大
会
と
関
東
大
会
の

発
表
に
向
け
て
そ
の
内
容
を
深
め
る

活
動
に
重
点
を
置
き
、
後
半
は
、
そ

の
成
果
を
活
か
し
、
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
観
点
で
部
員
相
互
の
実
践
事
例

研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
来
年 

二
月

の
研
究
発
表
大
会
当
日
の
授
業
で
公
開

導
の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
１
年
間

の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

生
徒
と
教
師
が
と
も
に
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
深
く
考
え
る
授
業
の
大
切
さ

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
課
題

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
あ
く
ま
で
も
授
業
改
善
の
一

手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
目
的
化
し

な
い
よ
う
に
、
常
に
授
業
の
ね
ら
い
を

念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
そ

こ
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
道
徳
科
に
お
け

る
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
を
ど
の
よ
う
に
測
れ

ば
よ
い
か
。
そ
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
４
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
評
価
」

に
つ
い
て
も
、
改
め
て
成
果
と
課
題
を

検
討
し
、
よ
り
適
切
な
評
価
の
た
め
の

工
夫
改
善
を
い
か
に
図
る
か
も
新
た
な

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

（
３
）
本
年
度
の
研
究
主
題

今
年
度
の
テ
ー
マ
も
、「
教
科
の
特
質

を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に



　
日
頃
よ
り
、
都
中
道
研
の
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
広
報
第
一
二
九
号
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部

部
長
　
佐
藤
　
正
敏

（
足
立
区
立
第
十
四
中
学
校
副
校
長
）

副
部
長
　
高
橋
　
優
子

（
国
分
寺
市
立
第
四
中
学
校
副
校
長
）

編
集
後
記

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
急
速

な
普
及
は
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
学
校
現
場
で
も
Ａ
Ｉ

に
頼
る
傾
向
が
心
配
さ
れ
、
そ
の
対
策

も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
、

人
と
の
対
話
を
通
し
、
自
己
を
見
つ
め
、

物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多
面
的
・
多
角

的
に
考
え
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
の
で
き

る
授
業
に
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
の
研
究
テ
ー
マ
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科

の
指
導
の
工
夫
」
と
し
、
杉
並
区
立
向

陽
中
学
校
副
校
長
の
池
田
和
幸
先
生
を

研
究
部
長
と
し
て
一
年
間
の
研
究
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度
研
究
部
活
動
計
画

研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
　
副
校
長
）

研
究
部
会
開
催
日
時
と
主
な
内
容

第
一
回 

　
四
月
二
十
二
日
（
土
）

　
会
場
　
多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校

会
長
挨
拶
、
参
加
者
自
己
紹
介
、
令
和

五
年
度
研
究
主
題
、
組
織
、
北
海
道
大

会
・
栃
木
大
会
確
認
他

第
二
回
　
五
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

北
海
道
全
国
大
会
提
案
検
討

第
三
回
　
六
月
九
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

栃
木
関
ブ
ロ
大
会
提
案
、
北
海
道
大
会

原
稿
検
討

第
四
回
　
七
月
二
十
一
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
原
稿
検
討

第
五
回
　
八
月
四
日
（
金
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
検
討

第
六
回
　
九
月
九
日
（
土
）

　《
オ
ン
ラ
イ
ン
》

全
国
・
関
東
大
会
発
表
原
稿
修
正

第
七
回
　
十
月
十
四
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

全
国
・
関
ブ
ロ
大
会
発
表
原
稿
最
終
確

認
、
研
究
発
表
大
会
授
業
者
検
討

第
八
回
　
十
一
月
十
一
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
九
回
　
十
二
月
十
六
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
回
　
一
月
十
三
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
公
開
授
業
指
導
案
検
討

第
十
一
回
　
一
月
二
十
七
日
（
土
）

　
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

研
究
発
表
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
・
公
開
授

業
・
発
表
会
準
備

令
和
五
年
度
研
究
発
表
大
会

　
二
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
五

分
か
ら
【
会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学

校
　
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
も
予
定
】

第
十
二
回
　
三
月
九
日
（
土
）

　
研
究
発
表
大
会
の
反
省
、
今
年
度
の

ま
と
め
、
次
年
度
の
計
画
、
今
年
度
の

課
題
の
確
認
等
。

　
令
和
五
度
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
の
麻
生
隆

久
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
教
育
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
一
気
に
進
み
、
道
徳
科
に

お
い
て
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
様
々
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
活
用
し
た
授
業

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を
い
か

に
図
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
評
価
に
つ
い
て
も
、
専
用
の

ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

評
価
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
る
と
い
う
問

た
く
さ
ん
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日
（
火
）
に

高
円
寺
学
園
で
実
施
し
ま
し
た
。
六
月

の
総
会
・
研
修
会
同
様
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
の
開
催
で
し
た
。
夏
季
休
業
中
の

実
施
で
し
た
が
、
会
場
で
の
参
加
者
は

約
三
十
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
は

約
二
十
名
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
）
部
員
総
会
に
つ
い
て

　
麻
生
　
隆
久
　
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
の
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
会
会
長
　
月
田
　
行
俊
　
様
に

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
部
か
ら
は
、
滞
り
な
く
計
画
に

そ
っ
て
活
動
を
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
研
究
部
か
ら
の
報
告
は
、

研
修
会
で
行
い
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会

　
池
田
　
和
幸
　
研
究
部
長
（
杉
並
区

立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）
よ
り
、
研
究

部
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相
談
役
・

顧
問
の
推
挙
、
活
動
計
画
案
、
予
算
案

に
つ
い
て
も
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
）
研
修
会
に
つ
い
て

　
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調

査
官
　
井
上
　
結
香
子
　
様
を
講
師
に

お
招
き
し
「
道
徳
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
て
」
を
演
題
に
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
を
踏
ま
え
た
道
徳
科
の
授
業

の
充
実
に
向
け
て
」、「
道
徳
教
育
推

進
教
師
の
役
割
」
の
二
つ
を
柱
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
で
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
ご
指
導
、
ご
助
言
を

生
徒
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま

す
。
そ
の
経
験
か
ら
く
る
思
い
に
つ
い

て
、
道
徳
科
の
授
業
で
も
う
一
回
振
り

返
り
を
す
る
と
い
う
面
白
い
取
組
だ
と

思
い
ま
し
た

　
道
徳
科
の
評
価
と
指
導
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
。
ま
ず
自
分
を
振
り
返
る
、

そ
れ
か
ら
、
対
話
で
す
。
対
話
は
自
己

対
話
も
あ
れ
ば
、
仲
間
と
の
対
話
も
あ

り
ま
す
、
本
を
読
ん
だ
と
か
自
分
で
調

べ
た
と
い
う
の
も
対
話
で
す
。
そ
し
て
、

問
い
づ
く
り
。
生
徒
は
自
分
の
問
い
を

も
ち
、
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
問

い
は
解
決
す
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
道
徳
科
に
お
い
て
、
一
番
本
質

的
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
「
考
え
、

議
論
す
る
道
徳
と
は
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
主
体
的
な
問
い
づ
く
り
が
、
議
論

に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
づ
く
り
は
、

生
徒
が
行
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
狙

い
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
教
員
が
出
す
の

だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
い
つ
も
議
論
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
、
目
標

と
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
部

科
学
省
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か

と
い
う
方
法
の
部
分
に
つ
い
て
示
さ
れ

た
た
め
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
は

こ
の
方
法
の
部
分
も
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
道
徳
の
二
十
二
の
内
容
は
、
達
成
目

標
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
方
向
目
標
と

い
う
考
え
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
「
主
体
的
で
深
い
学
び
」
と
い

う
考
え
に
基
づ
け
ば
、
生
徒
が
自
分
な

り
の
問
い
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
よ
り
よ
く

生
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
白
か
黒

と
判
断
で
き
な
い
部
分
が
多
い
た
め
、

生
徒
一
人
一
人
が
、
内
面
で
構
造
化
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
道
徳
教
育

の
内
容
、
内
容
項
目
は
、
教
師
も
生
徒

も
一
緒
に
な
っ
て
理
想
的
な
人
間
の
あ

り
方
を
追
求
し
な
が
ら
、
我
々
は
い
か

に
生
き
る
べ
き
か
を
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
い
、
そ
の
実
行
に
努
め

る
た
め
の
共
通
の
課
題
で
す
。
師
弟
同

業
と
表
現
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
達
成
す
れ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
教
師
も
生
徒
も
、
い

か
に
生
き
る
べ
き
か
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
語
り
合
う
、
そ
う
し
た
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
今
後
の
研
修
会
等
に
つ
い
て

　
各
学
校
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
本
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
　

（
一
）
第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会

　
令
和
六
年
一
月
十
九
日(

金)

　
会
場
　
調
整
中
　

（
二
）
研
究
発
表
大
会

　
令
和
六
年
二
月
二
日
（
金
）

会
場
　
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校

心
を
育
む
道
徳
教
育
〜
語
り
合
い
、
高

め
合
い
よ
り
良
い
生
き
方
を
追
究
す
る

生
徒
の
育
成
〜
」
を
受
け
、「
道
徳
科

に
お
け
る
評
価
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、

研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
究
報
告
に
つ
い
て
は
、
麗
澤
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
道
徳
教
育
専

攻
　
教
授
　
鈴
木
　
明
雄
　
先
生
　
を

講
師
に
招
き
、
ご
指
導
，
ご
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
先
生
に

は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

目
指
す
道
徳
科
の
授
業
改
善
」
を
演
題

に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
部
で

す
が
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

﹇
講
話
内
容
　
一
部
﹈

　
行
事
の
中
で
、
失
敗
し
た
こ
と
や
励

ま
し
合
っ
て
乗
り
越
え
た
こ
と
な
ど
、

し
た
。
続
い
て
研
究
部
員
に
よ
る
、
研

究
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
五
十
七
回
全
国
日
本
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
大
会
北
海
道
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
三
瓶
　
真
悟
　
研
究
部
員

（
大
田
区
立
南
六
郷
中
学
校
）
か
ら
は
、

大
会
主
題
「
主
体
的
に
学
び
合
う
児
童

生
徒
の
育
成
〜w

ell being 

の
実
現

を
目
指
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
〜
」
を

受
け
「
道
徳
科
と
他
の
教
育
活
動
と
の

関
連
」
に
つ
い
て
研
究
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
第
五
十
二
回
関
東
甲
信
越
中
学
校
道

徳
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会
で
の
発
表

者
で
あ
る
大
谷 

秋
音 

研
究
部
員
（
世

田
谷
区
立
桜
丘
中
学
校
）
か
ら
は
、
大

会
主
題
「
未
来
を
切
り
拓
き
、
豊
か
な

令和５年１１月１日第１２９号令和５年１１月１日 第１２９号

̶ 1 ̶ ̶ 4 ̶

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
、
全
公
立
中
学
校
に
協
力
を
依

頼
し
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
継
続
実
施
し
、
こ
れ
ら

の
成
果
を
研
究
紀
要
に
ま
と
め
、
都
中

道
の
Ｈ
Ｐ
に
も
発
表
す
る
こ
と
で
、

「
予
測
困
難
な
時
代
」
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
道
徳
教
育
の
充
実
に
寄
与
す

る
活
動
と
し
た
い
。

対
応
す
る
道
徳
科
の
指
導
の
工
夫
」

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
求
め
ら
れ
る

道
徳
教
育
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

ICT
 

機
器
等
を
柔
軟
に
活
用
し
な
が

ら
、
生
徒
と
教
師
が
生
き
方
を
と
も
に

考
え
る
授
業
を
通
し
て
、
心
を
通
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
を

活
か
し
、
さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領
で

求
め
ら
れ
て
い
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」・「
協
働
的
な
学
び
」
を
通
し
て
、

人
間
性
を
涵
養
し
て
い
く
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点

も
加
え
て
本
年
度
の
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
い
。

【
研
究
活
動
の
進
め
方
】 

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
毎
月
の
定
例
活
動
の
中
で
、

前
半
は
、
全
国
大
会
と
関
東
大
会
の

発
表
に
向
け
て
そ
の
内
容
を
深
め
る

活
動
に
重
点
を
置
き
、
後
半
は
、
そ

の
成
果
を
活
か
し
、
研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
観
点
で
部
員
相
互
の
実
践
事
例

研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
来
年 

二
月

の
研
究
発
表
大
会
当
日
の
授
業
で
公
開

研
究
部
よ
り

研
究
部
長
　
池
田
　
和
幸

（
杉
並
区
立
向
陽
中
学
校
副
校
長
）

【 

研
究
主
題 
】 

「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指

導
の
工
夫
」 

【
主
題
設
定
の
理
由
】 

（
１
）
昨
年
度
の
取
組
の
成
果

「『
一
人
一
人
が
自
己
を
見
つ
め
る
時

間
』『
価
値
や
生
き
方
の
自
覚
を
深
め

る
時
間
』・『
主
体
的
に
道
徳
性
を
身

に
付
け
て
い
く
時
間
』
で
あ
る
道
徳
科

を
今
こ
そ
大
切
に
し
、
生
徒
も
教
師
も

共
に
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
深
く
考

え
る
よ
う
に
す
る
。
各
活
動
に
お
け
る

道
徳
教
育
の
要
と
し
て
、
そ
れ
ら
を

補
っ
た
り
、
深
め
た
り
、
相
互
の
関
連

を
考
え
て
発
展
さ
せ
た
り
統
合
さ
せ
た

り
す
る
道
徳
科
な
ら
で
は
の
す
ば
ら
し

さ
を
再
確
認
す
る
。」
と
考
え
、
道
徳

教
育
推
進
教
師
の
役
割
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、ICT

 

機
器
の
効

果
的
な
活
用
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
み
、

「
教
科
の
特
質
を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
道
徳
科
の
指

導
の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
１
年
間

の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

生
徒
と
教
師
が
と
も
に
人
間
と
し
て
の

生
き
方
を
深
く
考
え
る
授
業
の
大
切
さ

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
課
題

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
あ
く
ま
で
も
授
業
改
善
の
一

手
段
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
目
的
化
し

な
い
よ
う
に
、
常
に
授
業
の
ね
ら
い
を

念
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
そ

こ
に
時
間
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
道
徳
科
に
お
け

る
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
的
な
充
実
を
ど
の
よ
う
に
測
れ

ば
よ
い
か
。
そ
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
４
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
評
価
」

に
つ
い
て
も
、
改
め
て
成
果
と
課
題
を

検
討
し
、
よ
り
適
切
な
評
価
の
た
め
の

工
夫
改
善
を
い
か
に
図
る
か
も
新
た
な

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

（
３
）
本
年
度
の
研
究
主
題

今
年
度
の
テ
ー
マ
も
、「
教
科
の
特
質

を
生
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

第
一
二
九
号

会
長

　麻
生

　隆
久

　（多
摩
市
立
聖
ヶ
丘
中
学
校
長
）


